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【編者のことば】

本書は、近世の東アジア海域で展開した多様な国際交流に対して陸域の政治権力がど
のように対応したのかを検討する。海域世界の歴史から、「ひらかれた海」（1250
～1350）、「せめぎあう海」（1500～1600）、「すみわける海」（1700～1800）の
三期をとりあげた場合（「寧波プロジェクト」総括班）、海域の動向と陸域の政治権
力の対応との間には、それぞれの時期の特徴がうかがわれる。「ひらかれた海」の時
代、東アジア海域の貿易が順調に成長した一方で、ユーラシア大陸における民族対立
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の激化に強く影響を受けた政治権力の関心は陸域に傾いたが、「倭冦的状況」と呼ば
れる混沌とした状況が出現した「せめぎあう海」の時代には、海防体制が陸域の国家
の重要課題とされた。続く「すみわける海」の時代では、「倭冦的状況」の終熄によ
り国際関係上の安定がもたらされ、中国、日本、沖縄、朝鮮など諸地域の政治権力は
海域よりも陸域に足場を置いた国家秩序の構築にこそ力を注ぐようになった。海域と
陸域の双方の動向に注目することにより、海域世界で創り上げられた伝統の総体を解
明できるものと考える。
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